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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす ものと期待 されて

いる。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形

成が期待 される。さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情

報化への貢献および自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しなが ら、

現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独 自のものは3/1に す ぎない

のが現状 であ り、わが国データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全

な発展 を図るためには、わが国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技

術 の研究開発を協力 に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応 えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本自転車振興

会か ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築 および技術 開発につい

て民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経

済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進 に寄与すると考えられてい

るデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容

易化 などに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 東海大 学教授 上條 史彦氏)を 設置 してい る。

この 「十勝毎 日新聞記事 データベース構築」は、平成10年 度 のデー タベース構築

促 進お よび技術 開発促進事業 として実施 した課題の一つで、当財団が株式会社ケー

シーズに対 して委託実施 した ものである。この成果が、データベースに興味 をお持ち

の方々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成10年 度 のデー タベースの構築促進 お よび技術開発促進事業で実施 した

課題は次表のおとりである。

平成11年3月

財団法人 データベース振興センター



平成10年 度 デー タベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1
生命保険商品情報データベースプロ ト

タイプ構築
(株)平 和情報 セ ンター

2
ビジネス法定文書のサ ンプルフォーム

データベースの構築

ジ ャス ネ ッ ト

コ ミュニケ ー シ ョンズ(株)

3
グループウェアによるISO9001品 質

文書管理 デー タベース ツールの構築
日本電子開発(株)

地域活性化 4
地域対応型の農業技術情報データベー

ス構築
アスシ トマイクロ(株)

技 術

5

登録 ジオ コー ドに基 づ く世界 デー タ

ベースシステムの開発
アジア航測(株)

6 複数の認証局間における認証データ

ベースの有効利用に関する調査研究
(株)イ フ ・ア ドバ タイジング

地域振興

7 十勝毎 日新聞記事データベース構築 (株)ケ ー シー ズ

8
付 加価値 デー タベース システムの開発

に関する調査研究
(株)イ ン ター ク ラ フ ト

9
新規産業創 出のための業種 を融合 した

企業情報のデータベースの構築
(財)相模原市産業振興財団

10

地域ホームページに係わるリンク集整備お
よび自動巡回システムと全文検索エンジン
を利用した効果的検索機能の開発

ミネルバ(株)

11
古墳 ・遺跡の指標 となる土器データ検

索パイロッ トシステムの作成
凸版印刷(株)

12 出雲古代遺跡デジタルデータベース構築 (株)出 雲王 国

13
インターネ ッ トを利用 した四国地域の

研究者データベースの構築

(財)四 国産業 ・技術振興

セ ンター

14
長崎県観光写真素材データベースの構築 長崎メディア ミックス

協 同組合

15
沖縄伝統空手 ・古武道国際人材 リソー

スデータベース

(株)ア イ エ ム ア イ

コ ー ポ レー シ ョン
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十勝毎 日新 聞記事データベース構築

1概 要

1.1目 的

十勝地域の、最大情報源である十勝毎 日新聞の過去の記事を、使いやすいデータ

ベースに構築することを、目的 とする。

最終 目標 は、十勝毎 日新聞が、80年 にわた って蓄積 してきたす べての新聞記事 を

データベース化する ことであるが、それに先立ち、当事業では、十勝毎 日新聞記事 を
一定期間に限って、地域政治 ・産業 ・流通 ・暮 らし ・文化交流等を、円滑にするため

の、データベース構築 をすることを、目的とする。さらに、この事業を通 して、デー

タベース構築の、さまざまな問題点を明らかにし、その解決策 と、今後の課題をも、検

討することをも、あわせて目的とする。

当事業は、北海道 ・十勝地域で、高度情報化社会に不可欠なデータベース構築 を、

行った事業である。データベースは、十勝毎 日新聞記事で、構築 した。十勝毎 日新聞

は、帯広 に本社を置 く、80年 の歴史 を有す る、地域新 聞で ある。十勝地域では、部

数8万3000部 の、部数1位 の主読紙 で もあ る。各家庭 に配布 される新聞は、産業

や経済、地域政治か ら、暮 らしのすみずみまで、役立つ 日々の情報源 として、広 く活

用 されている。地域 に暮 らす人々が、情報源 として、十勝毎 日新聞紙面に寄せる、期

待 と信頼は大きい。

しかし、活用されているのは、日々の新聞紙面であ り、過去の記事 ともなると、新

聞縮刷版 もしくは、もしくは図書館等の保存新聞原紙、あるいは新聞社 に備え付 けら

れたマイクロフィルム等を利用する以外、検索する方法のないのが現状であった。十

勝毎 日新聞の過去の新 聞記事を、誰にでも使える、データベースとして構築する こと

ができれば、さらに有用な地域の情報源 として、さらには、歴史的な情報源 としても、

価値を持つようになると、予想された。ただし、新聞記事のデジタルデータベース構

築は、最新のコンピュータ機器 と、専用 ソフトを開発使用しても、膨大な作業時間 と

コス ト高が、容易に予想できた。そのため、新聞記事のデータベース構築の試みは、本

格的に、取 り組 まれることが無かった。

高度情報化社会 にデータベース構築は不可欠であ り、十勝では、十勝毎 日新聞の記

事がデータベースの情報源 としてふさわ しいと判断し、今回、これを使って、期間を

限定 し、新聞記事のデータベース構築事業 に、取 り組む ことにした。市販のコンピュー

タ機器、市販のソフ トウェアを用いて、新聞記事のデータベース構築に、障害 となる

問題の所在を明 らかにすることを、目的とした。

その事業の、目的、実施内容、実施 と問題点、今後の課題を、ここに報告す る。
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1.2実 施 内 容

1.2.1デ ー タ ベ ー ス 構 築

当事業では、1997年1月 か ら12月 まで の十勝毎 日新 聞紙 面 を用 いて、データ

ベースのデジタル画像化を行った。地域新聞のデータベースを構築 し、全文検索を可

能にさせるために、次の工程が必要であ り、当事業では、それを、実施 した。

(1)マ イ クロフィルム化

データベース構築に必要な、所定の新聞紙面を撮影 してマイクロフィルムを作成 した。

十勝毎 日新聞社では、新聞紙面を定期的にマイクロフィルム化 しているので、当事業

では、1997年1月 か ら12月 分 のマイク ロフィルム を、使用 した。

(2)デ ジ タ ル 画像 化

マイ ク ロ フ ィル ム をTIFF化 して 、デ ジ タル 画 像 化 した 。デ ー タ ベ ー ス の性 能 比較

の た め 、1月 か ら3月 ま で を400dpiで 、2月 か ら12月 まで を200dpiで 、

TIFF化 した 。

(3)デ ジタル テキス トデータ化

デ ジタル画像化された、新聞紙面の文章部分 を、OCRを 利用 して 、デ ジタルテキス

トデー タ化 した。

(4)イ ンデ ックス作成

作成 したデ ジタルテキス トを元に、全文検索用のインデックスを作成 した。

(5)全 文検 索化

デー タベース構築 された所定の新聞記事(1997年1月 ～3月)の 、全文検 索 を実

現 した。

(6)試 用

完成 したデータベース構築の全文検索を試用 した。

(7)リ サ ー チ

一般 人 の試 用 に供 しア ンケ ー トを と っ た
。
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実施内容の詳細は以下の通 り

(1)マ イ ク ロ フ ィル ム 化

1997年1月 か ら12月 ま で の 、十 勝 毎 日新 聞紙 面 の マ イ ク ロ フ ィル ム を 、使 用

した 。

(2)デ ジタル画像化

マイ クロフィルムの アナログ画像を、スキャニングし、TIFFデ ータ化 して、こ

の段 階で、新 聞紙 面の、デジタル画像化 をした。当事業の完成状況を予測 して、比較

検討出来るように、データ容量 と作業スピー ドを考慮 し、新聞紙面の1997年 の1

月か ら3月 分 を、400dpiでTIFF化 した。2月 か ら12月 分 を、200dp

iでTIFF化 を、行 った。TIFF化 作業 を終えた段階で、性能 比較 を行 った結果、

400dpiが ふさわ しい と判断 し、これ を用いて、データベースを構築することに、

決定 した。1月 か ら3月 まで の、3ヶ 月間の400dpi画 像 で、全文検 索 を行 える

よ うにす ると、決定 した。

当事業では、新聞紙面をTIFFデ ータ化す るため の、一連 の システムを、作成 し

た。なぜな ら、新聞記事の分量は膨大な量が控えてお り、データベース構築の処理ス

ピー ドを上げることが、重要であると判断したか らである。当初の予測では、TIF

F化 してデ ジタル画像 を作成す る、この作業がいちばん時間がかかると思われた。そ

のために、この作業を短縮化するための一連システムを、他の作業に優先して作成 し

た。 しかし、結果的には、他の作業で予想外の時間がかかった。

(3)デ ジタルテキス トデー タ化

デジタル画像化 した新聞紙面の文章部分を、OCRを 利用 して、デ ジタルテキス ト

データ化 した。このデジタルテキス トデータは、全文検索のイ ンデ ックス(索 引語)の

元 にな るデー タで ある。

TIFF化 す るためのスキ ャナー は、米サ ンライズ社の 「SRIP50」 を使用

し、作成 したTIFFデ ータか らテキス トデータを生成するためのソフ トには、認識、

精度等、後述の全文検索エ ンジンとの連携等を考慮 し、市販の 「パナOCR」 を採用

した。ただ し、新 聞とい う極めて複雑な レイアウ トを持つメディアを効率良く処理す

るためには、若干の機能不足があり、それ らを補完するツールプログラムを作成 し、使

用 した。この工夫によ り、大量のTIFFデ ータか らテキス トデー タを 自動 的に作成

することが可能にな り、生産効率が向上した。

(4)イ ンデ ックス作成

作成 したデ ジタルテキス トを元 に、全文検索用のインデ ックスを作成 した。この作

業段階では、認識精度、高速性な どか ら判断して、市販の全文検索エンジン 「パナ リ

サーチ」を使用 した。
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(5)全 文検索化

デー タベース構築 され た新聞記事の、全文検索を実現 した。1997年1月 か ら3

月 までの400dpiに デジタル画像化 された、十勝毎 日新聞記事を元に、全文検索

可能なデータベース構築を完成させた。

(6)試 用

完成 したデータベース の試用 を行った。新聞記事データベースの全文検索の、性能

確認、課題等を検討した。

(7)リ サ ー チ

完 成 した デ ー タ ベ ー ス を一般 人 へ の試 用 に供 し、 リサ ー チ を行 って 、ユ ーザ ー評 価

を得 た 。
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1.2.2ハ ー ド ウ ェ ア 及 び ソ フ トウ ェ ア

上記、実施作業で使用 したハー ドウェア及びソフ トウェアは、以下の通 り。

(1)ハ ー ドウ ェ アお よ びOS

(A)TIFFデ ー タ作 成 「SRIP50(Pentium150MHz、MEM

64MB、OSWinNT351英 語 版)」

(B)作 業 用 「Pentium150MHzMEM32MHz」 ×1、 「Pent

ium200MHzMEM48MB」 ×2、 「Pentium300MHzMEM

96MB」 ×1

(c)開 発 用 「Pentium166MHzMEM48MB」 ×1、 「Penti

umPro200MHzMEM48MB」 ×1

(D)CD-R作 成 「Pentium90MHzMEM32MB」 ×2

※ いず れ もネ ッ トワー ク環 境'

(2)ソ フ トウ ェ ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

A

B

C

D

E

F

G

H

I

(

(

(

(

(

(

(

(

(

画 像 処 理 ソ フ ト系 「Vidar」 、 「ScanfixＬ

OCRソ フ ト 「パ ナOCR」

全 文検 索 エ ンジ ン 「パ ナ サ ー チ 」

グル ー プ ウ ェ ア 「パ ナ ビオ ス 」

グ ラ フ ィ ック ピュ ア ー 「パ ナ ビ ュア ー 」

イ ン ター ネ ッ トブ ラウザ 「ネ ッ トス ケ ー プ ナ ビゲ ー タ 」

リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス 「オ ラク ル」

テ キ ス トス ク リプ ト言 語 「AWK」

開発 言 語 「VisualBasicDelphi」

1.2.3作 成

新 しく作成 したプログラムおよびソフ トは、以下の通 り。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

新 聞専 用 画 像 処 理 ソ フ ト 「リネ マ ー 」

フ ァイ ル 名 チ ェ ッ クス ク リプ ト 「DateCheker」

ペ ー ジ数 チ ェ ッ クス ク リプ ト 「PageChekerＬ

OCR－ 括 処 理 プ ロ グ ラム 「OCRBatchＬ

TIFF・ テ キ ス ト一 括 登 録 プ ロ グ ラム
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新聞 面 ■十勝毎 日新聞記事 でデー

タベ ース構築 を行 った。

↓ ス… ング

峻]⑨ マイク・フ・ルム作成

↓ スー グ
F画像データ作成

↓
　丁 　壁

新聞紙面データ
全文検索サーバ

■1997年1月 か ら12

月 までの既存マ イクロフィ

ルム を使用 した。

■スキ ャニ ングの自動化 ソ

フ トを作 成 した。

■アナ ログ画像 をTIFF

デー タ化 してデジ タル画像

を作成 した。

■デ ジタル画像 の文章部分

をOCRで デ ジタルテキス

トデー タ化 した。

■1997年1月 か ら3月

分の全文検索用の インデ ッ

クス を作成 した。

システム工程図
図11
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1.3実 施 体 制

/

当事 業 を実 施 す る に あ た り、(株)ケ ー シ ー ズ で は、平 成10年 月 に 、プ ロ ジ ェ ク ト

チ ー ム を結 成 した。 チ ー ム メ ンバ ー は、 デ ィ レ ク ター1名 、 シス テ ム管 理 者1名 、入

力責 任 者1名 、 入 力 業 務 者1名 、計4名 で 、構 成 した。

実 施 にあ た り、 シス テ ム全 般 に 関 して は、九 州松 下 電 器(株)と 連 携 して行 うこ と

と した 。 ま た、 記 事 提 供 に 関 して は 、十 勝 毎 日新 聞社 の全 面 的 な支 援 を得 た。

1.3.1実 施 経 過

・1998年7月21日 委 託 契 約 を締 結 す る

・7月27日 プ ロ ジ ェ ク ト会議 開催

・8月3日 十 勝 毎 日新 聞 マ イ ク ロフ ィル ム よ りス キ ャニ ング開 始

(1997年1月 ～12月 分)

・9月18日 ス キ ャニ ング終 了 デ ジ タル 画像 作 成 開始

・10月30日 ス キ ャニ ングデ ー タ をCD-ROMに 焼 き付 け

(1月 ～3月400dpi2月 ～12月200dpi)

400dpiデ ー タ(1月 ～3月 分)を 全 文検 索 用 に決 定

・11月5日 十 勝 管 内 図書 館 に当事 業紹 介

・11月24日OCRで テ キ ス トデ ー タ読 み込 み 開始

・12月4日 全 文 検 索 で イ ンデ ックス作 成 開始

・1999年2月 デ ー タベ ー ス構築 作 業 終 了

(デ ジ タ ル画像1997年1月 ～12月 分 収 録)

(全 文 検 索1997年1月 ～3月 分)

・2月10日 試 用 運 転 、 ア ンケ ー ト実 施

・2月15日 報 告 書 作 成
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2実 施 と結果

実施 した内容と効果、その結果 を報告する。

2.1実 施 の 詳 細

2.1.1マ イ ク ロ フ ィ ル ム 化

当事業では、すでに十勝毎 日新聞社で作成 したマイクロフィルムを、使用 した。

データベース構築を前提 とした、新聞紙面のマイクロフィルム化作業の、注意点を記

す。

新聞紙面は、ページによ り、印刷状況に差があるので、それを考慮 して、撮影フィル

ムの濃度が一定になるように、注意する。とくに、文字部分が鮮明に表れるように撮

影する。スキャニング作業とデジタル化(TIFF化)処 理 を前提 と して、撮影 した

フィルムが、全体的に均一な画質 になるように、注意する。

※当事業では、1997年 の新聞 を使用 したが 、黄 ばみ のあるような古い新聞を、デー

タベース化する場合は、この段階の作業に、相当時間がかかると予想された。

2.1.2デ ジ タ ル 画 像 化

(1)マ イ ク ロ フ ィル ム をTIFF化 して 、 デ ジ タ ル 画 像 化 した 。

マ イ ク ロ フ ィル ム 上 の アナ ロ グ画 像 を 、ス キ ャニ ン グ し、TIFFデ ー タ化 して 、 こ

の段 階 で 、デ ジタ ル 画 像化 を した 。デ ー タ容 量 と作 業 ス ピー ドを比 較検 討 す るた め に 、

新 聞紙 面 の

1月 か ら3月 分 を、400dpiでTIFF化 した 。2月 か ら12月 分 を、200d

piでTIFF化 を、 行 っ た。

(2)当 事業で は、新聞紙面 をTIFFデ ータ化 す るた めの、一連 のシステムを、作成

した。

作成 したシステムの内容は、以下の通 り。

(A)フ ァイル 名変更 プ ログ ラム

(B)画 像編集 ツール 各種

(C)上 記2つ は、後 に 「リネーマー」 として統合 した

TIFF化 のための システム を作成 したのは、新聞記事の分量は膨大な量が控えてお

り、データベース構築の、処理スピー ドを上げることが、重要であると判断 したか ら

である。
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当初の予測では、この作業が、いちばん時間がかかると判断 した。そのために、この

作業 を短縮化するための一連システムを、他の作業に優先 して作成 した。

(3)画 像 ノイズ の除去 には注意 を要 した。

デジタル画像化の作業段階で、後に控えている文字読みとり作業の、OCRの 確 率 を

高 めるため に、画像 の ノイズ(ゴ ミ)を 、 目視で除去 した。

必要以上 に ノイズ除去すると、ひらかなの濁点や漢字の点までも除去 して しまった り、

写真が汚 くなるので、全文検索時のOCRの 確率 を高めつつ、かつ 、イメージ画像を

閲覧する時の高品位を保つべ く、マンパワーの目視による、スキャニングの調整が必

要であった。

(4)デ ジタル画像 の画 質 には、細心 の注意を払った。

なぜなら、新聞記事のデータベースの完成後、閲覧使用する際の検索記事のヒッ ト率

の高さ、操作の容易さなどは、すべてデジタル画像の品質にかかって くると、判断 し

たためである。

予測 どお り、この作業が、マ ンパ ワー作業では、もっとも時間を要する作業であった。

その理由は、次の要因に拠 る。

TIFF化 処 理 され たデータ形式 は、デ ジタルであるが、最終的には、全文検索で閲

覧する人には、見え方 としてはアナログである。データベースの、快適な使用状況を

考えると、鮮明な画像が求め られる。構築されたデータベースを閲覧する際、鮮明な

画像に見えるように、デジタル画像作成のもっとも初期のTIFF化 の作業段 階で、

視認で、画像 の良 し悪 しを、判断 しなければな らなかった。

(5)TIFF化 は、画質 の良 し悪 しを決定す る段階であった。

しかも、人間の視認判断を介在させなければな らない作業で、これが故に、データベー

ス構築の、全工程の完全 自動化はできなかった。

※マンパワーの長時間作業 というのが、おおきな問題点であった。

将来的には、人間の視認 に近い判断能力を備えてソフ トが開発されれば、アナログ ・

テキス トのデータベース化は、完全自動化が実現する。

(6)ス キ ャニ ングの 自動化 ソフ トを作 成 した。

検索 して表示されたデジタル画像の新聞紙面が、モニターにゆがんで表示されると、

閲覧者に視覚的なス トレスの発生が予想 されるので、スキャニ ングの段階か ら、注意

を要 した。

スキャニングの際の、正確な画像の中央寄せ ・トリミング ・余白部分のノイズ消去な

どを施 した。この段階の作業 を、当初はマンパワーで行っていたが、コンピュータ処

理で、中央寄せ ・トリミング ・余白の除去な どが、自動的に行えるソフ トを、作成 し

た。 この結果、スキャニ ングの精度が高まり、作業のスピー ドアップも実現 した。
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※比較的新 しい新聞を撮影 したマイクロフィルムの場合には、問題は少ないが、マイ

クロフィルムに納められた古 い紙面の場合は、紙面の撮影位置が一定でないことも多

く、そのため、このスキャニング調整作業 に、相当時間がかかると予想 される。

(7)時 間短縮 のため複数 台の コン ピュータを使用 した。

TIFF化 され たデー タは、別 のコ ンピュータで、チェック作業を行い、ノイズ(画

像 のゴミ)除 去や 中央寄せ の作業 を、行 った。当事業では、所定の新聞紙面の、TI

FF化 作業(デ ジタル画像化作業)は 、 自動 化 のソフ トを作成 以後 、一括作業 として

行 った。

さらに、スキャニング・データ処理が自動化できるようになったので、複数コンピュー

タ(3台)を 使用 して 、時間短縮 をはか った。

(8)効 率のよい ファイル 名 をつ けた。

スキ ャニングおよびTIFF化 の段階で 、テキス トデー タ化す るプロセスや、検索の

プロセス、データのメンテナンス性 を考慮 し、日付とページ数を読み取れるファイル

名に変更する作業を行った。

(9)高 品位 な画像 づ く りに十分なマ ンパ ワーを投入 した。

当事業では、新聞紙面の良質なデジタル画像化 を重視 したため、必要 とされるマンパ

ワーを十分 に投入 した。さらに、TIFF化 の作業 には、必要な ソフ トを作成 し、細

心の注意を払って作業を行 ったため、高品位のデジタル画像を得ることができた。マ

イクロフィルムのアナログ画像が、TIFF化 されて、高品質 のデ ジタル ・イ メージ

画像になって、ス トックされた。

(10)ソ フ トを統合 して システム とした。

デ ジタル化作業では、部分的に効率アップをはかるソフ トを開発 した。さらにス ピー

ドアップを図るため、個々に作成 したソフ トが、全体的に効率よく機能するためのプ

ログラムを組んだ。これによって、一連の作業ができる、TIFF化 のため のスキ ャ

ニ ング ・システム として統合された。

2.1.3デ ジ タ ル テ キ ス トデ ー タ化

デジタル画像化 された、新聞紙面の文章部分を、OCRを 利用 して 、デ ジタル テキス

トデー タ化 した。デジタル化 されたテキス トは、後の作業で全文検索のイ ンデックス

(索 引語)の 元 にな るもので ある。

(1)全 文検 索 に絶対必 要なのが、検索 用に完備 したテキス トデータである。

デジタル画像化 された新聞紙面に、正確 に対応 したテキス トデータが無ければ、精度

の高い全文検索は望めない。データベース構築の質を決定づけるものが、この検索用

のテキス トデータである。そのために、TIFF化 され たデジタル 画像か ら、テキス
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トを正確に読みとるOCRが 必要 だった。

(2)TIFF化 され た画像デー タを もとに、検 索用のテキス ト・データを作った。

この過程で、高信頼性 ・高速 と評価 されている、九州松下電器が開発し市販している

「パナOCR」 を選 んだ。認識率 の高 さ、ス ピー ド等、各種の各種のすぐれた機能をそ

なえたOCR。 それ を活用 して 、さ らに、これ を新聞用のOCRと して機能 させ るた

め に、各種 のプ ログラムを組んだ。

(3)OCRの プ ログ ラム の流れ を記す と、以下の通 りである。

(A)ま ず 、TIFF化 された、画像 を開 く。

(B)OCRが 、新 聞紙 面 のデ ジタル画像 に対 して、 レイアウ ト認識をする。

OCRソ フ トは、新 聞紙面 を、い くつかの領域に自動的に分割 し、レイアウ ト認識を

する。

分割された領域を、これは文字の領域、表の領域、それからイメージの領域 と判断す

る。さらに、イメージ領域の写真 とか挿 し絵、あるいは空白領域 と判断する。

(C)レ イ アウ ト認識 をす ると、文字の領域と表の領域だけを文字変換の対象とする。

(D)文 字領域 を選択 した後 に、縦書 きか、横書きかを、認識する。

文字間隔、行間隔などか ら、自動的に認識判断し、それぞれの領域 に、縦書き、横書

き、 という属性を付与 し、番号をつける。

その属性、番号に従って、次のプロセスの文字認識作業を行 う。

したがって、新聞紙面の読み取れる文字はすべて読みとるのではあるが、読みとられ

た文章は、新聞記事の文章の流れではな く、OCRの 付与 した番号 の流れ にな る。

(E)文 字認識 は、次 の ように行 う。

(F)レ イ ア ウ トで分類 され た属性 に したがって、各領域に付番 された順番 に、文字認

識される。

(G)今 回、使用 した、 「パナOCR」 で は、横 書き の領域か ら、先 に読み始める。

それがすむ と、次に、縦書きの領域を読んで行 く。

さらに、 この読み進む流れは、左上か ら右下と方向が決め られていた。

このOCRソ フ トは、左綴 じの横書 き文書 を想定 して作成されていた。

(H)こ のOCRは 、連 続登録機 能が使 えな いので、新聞用のOCR用 に、連続登録 を

自動的 に処理す るツールや、ソフ トが必要だった。

(1)使 用 したOCRの 連続登録機能 は、次の ように して解決 した。

(a)使 用 したOCRで は、マ ンパ ワーで、1ペ ージず つ、オペ レータが作業処理をし

な くてはな らなかった。しか し、今回のデータベース構築作業では、前段のTIFF

デー タ化す る ところで、各ペー ジには、ユニークな重複しないファイル名を付けてお

いたので、そのファイル名の拡張子を、<.TXT>に 変更す るだけで、何月何 日何

ペー ジ 目のテキス トデータであるか明示できるため、一括処理できるツールの規則性

を確立させることができた。これによ り、OCR作 業 には、オペ レータが付 いて いる
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必要が無くなった。1

(b)一 括処理で きるソフ トは、OCRの 内部が 非公 開のため、原始 的ではあるが、外

部か らOCRを 制御す る方法 を採 った。

(c)た だ し、そ の動作 にお いて は確 実性が保証されていないので、処理中のコン

ピュータでは他の作業が行えなかった。連続 している他の作業は、独立 した他のコン

ピュータを使用する体制 をとった。

これ らの作業は、TIFFデ ータ さえ用意 して あれ ば複数 のコンピュータを利用でき

るため、最大6台 の コンピュータ を併走 させた。

(4)活 用 した 「パ ナOCR」 は、内部仕様が非公 開のため、外部か ら制御するソフ ト

を作成 した。外部から制御する方法とは、あたかもキーボー ドを使って操作指示を出

すの と同じ効果を持つコマン ドを、プログラムにによって発行す る方法である。

最終的には、この市販の一般用OCRに 、外部 か ら制御で きるソフ トを組む ことで、新

聞用OCRと して、一括処理 でき る機能 を持たせることができた。

(5)今 回作成 したのは外 部か ら制御 す るソフ トで、OCR－ 括処理 プログラムであ

る。

具体 的 に内容を記す と、次のようになる。

(A)何 月何 日の分 として、作成 したデ ジタル画像 と、それに対応するテキス トデータ

が整合するよう、ファイル名に規則性を持たせた。

その登録を、一連の作業で効率よく行うための、ソフ トを作成 した。

(B)通 常紙 面の他 、号外や版 の違 いな どを区別するルールを作 った。

そのルールに従って、自動的に処理するソフ トを作成 した。

(C)コ ン ピュータが判 断処 理できて 、そのことで人手が省略できる処理は、すべてコ

ンピュータに任せるソフ トを作った。各種のツール も開発 した。

(D)作 成 した各種 ソフ トを、システ ム として統合 した ことによ り、この段階での、人

為的な間違いが減少するという副次的な効果があった。

(E)そ れで もなお 、全作業 中に3回 ほ ど、同 じ紙 面が あるとい うミスが生じた。こう

した人手による発生 しがちな入力ミスのチェックには、スクリプ ト 「awk」 を活 用

す る ことで効果 を上 げた。

(6)デ ジタルテキス トデ ータ化 の段 階でも、コンピュータの自動処理ができる、可能

な限 りのシステム化を図った。

2.1.4イ ン デ ッ ク ス 作 成

(1)作 成 したデ ジタルテキス トを元 に、全文検索用のインデ ックス(索 引語)を 作成

した。 ここでは、認識精 度、高速性などか ら判断して、市販の高性能全文検索エンジ

ン 「パナサーチ」を使用 した。
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(2)こ の作業段 階 に大 きな問題が あった。

予想できなかったインデックスの長時間作業である。

(A)高 速で検索 でき るよ うにす るための、イ ンデックスを作成 した。

イ ンデックスは、全文検索エンジン 「パナサーチ」が、自動的に作成 した。

(B)イ ンデ ックスは、以下 の プロセスを経て、自動的に作成されている。

(C)テ キス トフ ァイル を構 文解 析 して、理論的な整合性を持たせ、分かち書きをす る。

それぞれの単語にコー ドを付与 し、イ ンデ ックス(索 引語)と して特性 を与 え る。

(D)こ の処 理 に、予想 外 の時 間がかか り、データベース構築作業の、二つ 目の大きな

ネックになった。イ ンデックスの作成には時間がかかるので、前もって十分な期間を

割 いて、スケジュールに組み込んでおいたが、その予想が大きく外れた。

(E)イ ンデ ックス作 成 は、全文検 索をいかに早 く行わせるか という、システムの根幹

に関わる問題であって、全文検索エンジンの性能を決定づけるものである。それだけ

に、早 く検索できる仕組みづくりには、全文検索ソフトを製作 している各社 は、工夫

をこらして高性能化、差別化をはかっている。素早い全文検索 を可能 とする高度な仕

組みのプログラムを組めば、それだけインデックス作成の作業時間が必要 となる。

(F)使 用 した全文検索 エ ンジン 「パナサーチ」も、この作業に時間をさいている。

(G)デ ータベース構築 作業 の後 半で は、読み込んだテキス トファイルを、24時 間体

制 で、イ ンデ ックス化 する作業が続いた。

(H)そ の時 間中 に、処理済 みの部分のテス トのために、全文検索を行 うと、レスポ ン

スが遅 くなった。

(1)使 用 した全文検 索 エ ンジンは、少量のデータベース処理を想定 しているためか、

イ ンデ ックス作成 の自動処理の進み具合を表示するものがなかった。

膨大なイ ンデ ックスを必要とする今回は、工程管理を立てにくかった、という問題 も

発生した。

2.1.5全 文 検 索

データベース構築 された所定新聞記事の、全文検索を実現 した。

(1)1998年7月 か ら、デー タベース構築 作業 を開始 し、1999年2月 を もって 、

十勝 毎 日新 聞記事 を元 に、全文検索可能なデータベース構築を完成させた。

データベースの元 になるデジタル画像は、1997年1月 か ら12月 まで作成 した。

全文検 索がで きるデータベースは、1997年1月1日 か ら3月28日 までで ある。

(2)イ ンデ ックス と、全文検 索の対象 となるテキス トデータは、カテゴリー ごとに階

層構造 となっているところの、キャビネッ ト(本 棚)の ドロア(引 き出 し)の フォル

ダ(フ ァイル)の 中 に、保存 した。ただ し、今 回使用 した全文検索エ ンジンでは、い

ちばん上位 のキャビネッ ト単位で、データ容量999MBま で とい う制 限が あった。

一13一



新 聞 の画 像 デ ー タ を収 納 す る際 は 、999MBの 制 限 に納 ま る よ うな 階 層 構 造 と して

保 存 しな けれ ば な らな か った 。'

1997年 度 の 、各 月 の新 聞 の ペ ー ジ 数 は 、1ヶ 月分 で 約780ペ ー ジ。

そ れ は 、400dpiの 画 像 デ ー タ で 、800MB弱 の デ ー タ 量 で あ る。

1キ ャ ビネ ッ トは999MBの 容 量 が あ る の で 、 新 聞1ヶ 月 分 を収 納 した 。

デ ー タ 収納 が 階 層構 造 にな っ て い る た め 、 次 の よ うな 手 法 を と った 。

1997-1と い うキ ャ ビネ ッ トを作 り、そ の 中 に1997-1と い う ドロ ア を作 り、

さ ら にそ の 中 に1997-1と い う フ ォル ダ ー を作 って 、 こ こ に1ヶ 月分 の デ ジ タル

画 像 デ ー タ を収 納 した 。当事 業 で は 、3ヶ 月分 の イ ンデ ック ス とテ キ ス トデ ー タ、新

聞 の 画 像 デ ー タ を、16GBの ハ ー ドデ ィス ク に 、収 納 で き た。

(3)現 時点 の環境 では、イ ンデ ックス とテキス トデータをハー ドディスクに収納 し

て、新聞紙面の画像データは、CD-ROMやDVDな どの外部 の大 容量の記憶 媒体

に収納 し、オー トチェンジャー等 を活用することが、現実的手法であると考え られる。

将来の本格的運用の場合、十勝毎 日新聞な ら80年 分 の新 聞紙面 をデータベース化す

る場合、デジタル画像の収納は、新たに考える必要がある。

(4)画 像デー タ とテキス トデー タが対 になって保存 され、インデックスが作成された

時点で、全文検索は機能する。当初、まるまる3ヶ 月分 のイ ンデ ックス を作成す る予

定であったが、全文検索の処理速度の見込みがつかず、予測外の時間がかか り、しか

も、全文検索エンジンの仕様上、進行状況が把握できないこともあって、約1200

時間(12月4日 ～2月10日)を 要 して 、約3ヶ 月分弱のイ ンデ ックス作成 に とど

まった。現時点(2月 現在)で は、新 聞記事デー タベース(1997年1月1日 ～3

月28日 分)の 、イ ンデ ックスが完 了 した。

(5)記 事検索 を行 うと、イ ンデ ックス の生成処理が停止 している場合には、2ヶ 月分

のデー タに対 して は、1秒 足 らずで 、 目的記事 の所在 を表示することが、できた。

その表示にしたがって、目的紙面の画像を、や く15秒 で、呼 び出す ことが 、で きた。

(6)す べて の実施作業 を完 了 し、こ こに、十勝毎 日新聞データベース構築を、完成さ

せた。

2.1.6リ サ ー チ

完成 したデータベースの試行利用を行い、性能確認、試用評価、検討課題等を、リサー

チを行 った。

(1)試 行 利 用 の運 用 と リサ ー チ は 、2月10日 か ら12日 の3日 間 、十勝 毎 日新 聞社

の ロ ビー で 、行 っ た。対 象 者 は 一 般 人 と した 。 説 明 、デ モ ンス トレー シ ョ ンを行 っ た

結 果 、一般 人 よ り17名 の ア ン ケー ト回 答 を得 た 。
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(2)リ サ ー チ に は、 次 の よ うな 質 問用 紙 を用 意 して 、17名 に ア ンケ ー トを行 っ た 。

十勝 毎 日新 聞記事 データベース ・ア ンケー ト

この全文検索 を、お使 い にな って、いかがで したか。

■記事検索 について、お聞かせ ください。

・目的の記事 は、見 つか りま したか?(は い ・いいえ)

・見つけるのは、簡単 で したか?(は い ・いいえ)

・見つけるまでの時 間は、早か ったです か?(は い ・いいえ)

・どれ くらい時 間が、かか りま したか?(分 秒)

■操 作に関 して 、お聞かせ くだ さい。

・操作 は、簡単 で したか?(は い ・いいえ)

・むずか しか ったのは、 どの操作部分 で したか?

()

・検索 の単語 は、3つ で したが 、適 当で したか?(は い ・いい え)

・い くつ 、使 いま したか?(1つ ・2つ ・3つ)

・もっ と多 い方が よい(4つ ・5つ ・6つ)

■新 聞紙面 の表示 について、お 聞かせ ください。

・紙面が表示 され るまでの、時間 は早か ったですか?(は い ・いいえ)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(分 秒)

・表示 された紙面 は、読 みやすか ったですか?(は い ・いいえ)

・紙面 を、拡大 してみ ま したか?(は い ・いいえ)

■プ リン トアウ トにつ いて、お聞かせ くだ さい。

・プ リン トアウ トを、 してみ ましたか?(は い ・いいえ)

・操作方法は、簡単で したか?(は い ・いいえ)

・どれ く らい時間が 、かか りましたか?(分 秒)

・プ リン トアウ トの文字部 分 は、満足で きましたか?(は い ・いいえ)

・プ リン トア ウ トの写真部 分 は、満足で きましたか?(は い ・いいえ)

■全文検 索 につ いて希望 を、お聞かせ くだ さい。

・今後 とも、お使 いにな りた いですか?(は い ・いいえ)

・どんな 目的で、お使 いにな りますか?

()

・どの部分を、強化すれ ばい いですか?

◇操作性()

◇ス ピー ド()

◇表示画面()

◇ プリン トア ウ ト()

◇ネ ッ トワー ク仕様()

◇データ量()

6こ の新 聞の全文検 索 を、改良 し、発展 させたい と考 えています。

上記 アンケー トのお答 え以外 に、お気づきの ことや 、

ご希望があれば、ぜひ 、教 えて くだ さい。

■ア ンケー ト、 ご協力 あ りが とうございました。
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(3)ア ンケー ト結果 を集約す る と、次 の評価が得 られた。

ただ し、リサーチの際に、バ ックグラン ドでインデックスを継続作成 しているという

条件下であった。そのためレスポンスに関しては、評価が低めに表れている。

(A)十 勝毎 日新聞記事 データベース ・アンケー ト集計結果

(回答箇所は■印 をつけた)

■記事検索 につ いて、お聞かせ ください。

・目的 の記事 は、見つか りま したか?(■ はい14名 ・■いいえ3名)

・見つ けるの は、簡単で したか?(■ は い11名 ・■いいえ5名)

・見つ けるまでの時間は、早かったですか?(■ はい4名 ・■いいえ10名)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(■1～2分5名 、■3～5分5名 、■6分 以上1名45秒

1名)

■操作 に関 して、お聞かせ ください。

・操作 は、簡単で したか?(■ は い12名 ・■いいえ5名)

・むず か しか ったの は、 どの操作 部分で したか?

(■キー ボー ド操作、 ■キー ワー ドの付 け方 、■検 索テキス トの読 み と り、■ フ ァイル番号 の判別)

・検索 の単語 は、3つ で したが、適 当で したか?(■ は い11・ ■い いえ2)

・い くつ、使 いま したか?(■1つ2名 ・・■2つ7名 ・■3つ6名)

・もっ と多 い方が よい(4つ ・5つ ・■6つ2名)

■新 聞紙面 の表示 につ いて、お聞かせ くだ さい。

・紙面 が表示 され るまでの、時間 は早か ったですか?(■ はい3名 ・■いいえ13名)

・どれ くらい時間が 、かか りましたか?(■1～2分7名 、■3分1名 、■40秒3名)

・表示 された紙 面は、読みやすか ったです か?(■ はい16名 ・■い いえ1名)

・紙面 を、拡 大 してみましたか?(■ はい13名 ・■いいえ3名)

■プ リン トアウ トについて、お聞かせ くだ さい。

・プ リン トアウ トを、 してみ ましたか?(■ は い9名 ・■いいえ5名)

・操作 方法は、簡単 で したか?(■ はい8名 ・■ いいえ1名)

・どれ くらい時間が、かか りま したか?(■1～2分4名 、■3～5分2名 、■6分 以上1名)

・プ リン トアウ トの文字部分 は、満足 でき ましたか?(■ はい7名 ・■いいえ1名)

・プ リン トアウ トの写真部分 は、満足 でき ま したか?(■ はい8名 ・いいえ)

■全文検 索 について希望 を、お 聞かせ くだ さい。

・今後 とも、お使いにな りたいです か?(■ はい14名 ・■いいえ2名)

・どんな 目的で、お使いにな ります か?

(■捜 し物、■調べ物、■情報収集 、■お店探 し、■ レシ ピ調べ)

・どの部分 を、強化 すればいいです か?

◇操作性(■ もっと簡単に、■絞 り込み検索で きるよ うに)

◇ス ピー ド(■ もっと早 く)

◇表示画面(■ プレビュー画面が欲 しい、■は じめか ら紙 面表示を)

◇ プ リン トアウ ト(■ ス ピー ドア ップ)

◇ネ ッ トワー ク仕様(■ イ ンターネ ッ ト検索)

◇デー タ量(■ 圧縮送信できるよ うに)

6こ の新 聞の全文検索 を、改良 し、発展 させ たい と考えてい ます。

上記 アンケー トのお答え以外 に、お気づ きの ことや、

ご希望が あれ ば、ぜひ、教えて くだ さい。

■表示仕方 に工夫 を。

■検索用 のヘル プが欲 しい。
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■検 索済み は色 を変 える。

■テキス トの正確 な変換 。

■役所 の情報 の全文検索 に も使 え るよ うに。

ア ンケー ト、 ご協 力あ りが とうござい ま した。

(4)ア ンケー ト集計 結果の分析

ア ンケー トに応えたモニター17名 は、新聞記事 の全文検 索 システムを、はじめて操

作する人たちであった。

(A)記 事検索 の ヒッ ト率は高 く82パ ーセ ン トを示 した。操 作そ の ものは簡単と答え

が70パ ーセ ン トと高か った ものの、パ ソコンの習熟度のちがいによるヒッ ト到達率

にバ ラつきがあった。

(B)モ ニターへの新 聞紙面 の表示 に関 しては、遅いと答えた人が76パ ーセ ン ト。高

速 コ ンピュータの使用 を求むる声が高かった。

(C)モ ニ ター に表示 され た新 聞紙面 と、そのプリン トアウ トには、はぼ全員の94

パーセ ン トが満足 と答 えて いる。検索は簡単だが、表示が遅い。ただし表示された新

聞紙面 とプリントアウ トには満足 という、明 らかな、結果がでた。

(D)現 状で の能 力で も、今後 とも実用 に使用 したいと望む声 も82パ ーセ ン トと高

か った。紙面表示 のスピー ドアップがなされると、実用使用の要望はいっそう高まる

と予測される。

(E)新 聞記事 をデー タベー ス として活用 したい人は多 く、当事業で開発実施 した、十

勝毎 日新聞記事データベースの全文検索システムを、実用使用 したい人か らは、具体

的な要望 も出されていた。その代表的なものは、イ ンターネ ッ ト等での、ネ ットワー

ク上で も、使えるようにして欲 しいというものであった。

(F)当 事 業の成果 物 『十勝 毎 日新 聞記事データベース』を、現状でも 「今後 とも使い

たい」 という82パ ーセ ン トのポイ ン トが 、当事業への評価 と判断している。

(5)当 データベース の全文検索 の仕様 は、以下のとお り

オ リジ ナ ル デ ー タ

デ ー タ容 量/TIFF約2.4GB、 テ キ ス ト120MB

仕 様 ハ ー ド/Pentium2400MHzMEM128MB、 ハ ー ドデ ィス

ク16GB、NT4.OtSP3
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(6)全 文検索手順

データベース全文検 索 の、モニター画面と、使用方法は、以下のとお り

なお、探 したい記事は、十勝川の環境関連記事であった。

(A)イ ンター ネ ッ トの ブ ラウザ を用 い、 「パ ナ ビオ ス 」 の ロ グイ ン画 面 を 開 く。

(B)ユ ーザ ー コ ー ドとパ ス ワー ドを入 力 し、 ロ グ イ ン を ク リ ックす る 。

ヘメールをお送り下
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(C)メ ニ ュー の 中か ら、 全文 検 索 を選 択 し、 ク リ ックす る 。

(D)検 索画 面が表示 され るので 、探 したい記事の条件1に"十 勝川"と 入 力す る
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(E) 検索を終了すると、中段にキーワー ドが ヒッ トした文書名と該当件数、下段に

は文書内容が表示 される。文書中のキーワー ドはハイライ ト表示される。

【複素キャビネットハ [全文枝葉】

θ 檀準検索c● 緬検索

キーワード

1[検索結果一覧】

文書名と内容

iを含む 文書名と内容

文●o■■ ファイル告

日 ■939is3添 付文e…1・ ・・…

...}塁...

憤讃●将

かつ

ネイ'チ ャーセンター股立m
じ 【音更州近廻輩葛】十勝ならではのアウ トドアレジャーを提供する専門会社発足
、代表にアウトド.アスクール 「ノースドリーム」姪宮の苦口伸」氏が就任した。中肋li温 泉を
斬会社は池田でアウトド.アスポーツの昔及に努める若林氏を応撮、次世代に現在の自然を残す
資本金は八百五十万円で、同温.泉些一に本社事務所を放置して、十人のスタッフが常駐.当 瓠
若林代表各社で受け付 希望者が自由に各

コトスから住験できるようにする。料金は体験魚鳥五百円など:
四月一日か メニューについて運営を商始、五月からはすべての体験ができるようになるb
は約八千人 でいるが、若林代表は 「だれもが気軽に利用できる隠田にし、手描たち

ま'

(F) 表示 された件数が160件 で は多す ぎるので、条件2に"構 想"と 入 力す る。

1検索キャビネット1 【全文検索】

存 日準検索c詳 細検索

毒一ワード
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:1検索結果一覧]

頓田■ 蛭:
文書o■77イ ル名

添付文書030103、txt

●富●健

かつ

技当件鉋60件

曇
日　コ

　ロ
ひ
ジ

を
息
は

.ど
る
ち

(
泉
す
切

な
な
た

温
頬
当

円
に
供

川
を

.

百
う
子
.

日
然
駐

五
よ

、

十
自
営

見
る
し

。の
が

藁
き
に

た
在
フ

験
で
殿

辻
し
現

ッ

俸
が
鹿

会
任
に
タ

は
験
る
.

.門
就
代
ス

合
体
き

専
が
世
の

・科
の
で

る
氏
次
人

。て
用

.す
」
.、十

る
ぺ
利
.

隈
伸
撮

、

す
す
ご

提
稗
歴
て

に
は
軽

を
若
を
し

.う
ら
気

一
の
氏
置

よ
か
が

ヤ
宮
林
散

る
月
も

.ジ
登
若
着

き
五
れ

レ
」
る
賄

で

、だ

ア
ム
め
務

験
始
r

.ド

、
努
事

胃体
閉
は

ト
リ
に
社

ら
を
表

ウ
ド
及
本

か
宮
代

.ア
ス
昔
に

ス
辺
材

の

一
の
一

ト
て
若

は
ノ
ツ
些

コ
い

、

で
r

－
息

.各
つ
が

ら
ル
ポ
温

に
に
る

な

一
ス
同

・由

一
い

3
m
勝
ク
ァ

、

自

ユ
で

6
立
十
ス
ド
で

.が
一一ん

O
験
】
ア
ト
円

者
メ
込
"

O

－
葛
ド
ウ
万

宣
る
見
唱

◎
多
摩
ト
ア
十

希
き
を
⌒

m
ン
娠
ウ
で
五

、で
用
〕

目
セ
近
ア
田
百

け
ら
利
…

丁
一
州
に
池
八

百
か
の
ロ

拓

や
夏
表
13
は

け
日
人
肌

事
チ
岩
代
社
命
表
受
一
千
(

商

・.【

、会
本
代
で
月
八
↑

L
イ
じ
足
斬
資
材
社
四
豹
[

璃
ネ

発

若
各

は

一20一



(G) サーバーの処理が間に合わなかった り、ネッ トワークが混雑 していると、 この

ようなエラーメッセージが出る場合もある。
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じ 【音更州近提琴葛】』十朋ならではのアウトドアレジャーを提供する専門会社{
発足、代表にアウ トドアスクール 「ノース ドリーム」経営の若林伸」.氏が就f空した。申勃|i温泉を
斬会社は池田でアウトドアスポーツの昔及に努める若林氏を応援、'次世代に現在の自然を残す意
資本金は八百五十万円で、同温泉些一に本社事務所を設置して、十入のスタッフか常駐。当初は若林代表

各社で受け付け、希望者が自由に各コ トスからぴ験できるようにする。料金は体験乗馬五百円など一
メニューについて運営を商始、五月からはすぺての体験ができるようになる.。四月一日からでき

は約八⇒人 利用を 」『んでいるが、若林代表は 「だれもが気軽に利用できる施設にし＼子供たちト ト

・δ'.二`"… 〉

(H) 条件2ま での検 索結果が出 る。該 当件数が160件 か ら17件 に絞 り込 まれ た。
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(1) .さ らに、 条 件3と して"エ コ ロ ジ ー"と い うキ ー ワー ドを追 加 す る 。
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(J) 最終的に2件 まで に絞 り込む ことがで きた。下段の文書表示で閲覧 したいペー

ジにまちがいないか確認する。
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(K) この該当ページを見るためには、中段のアイコン部分をクリックする。
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(L) 文書情報の添付ファイルとして、

像 デ ー タ 、 2

2つ のフ ァイルが表示 され る。 1 (上)が 画

(下)が テキス トデータ。 まず テキス トを見 るために、下のファ

イル名のところをクリックする。
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(M) 文書が表示される。テキス トデータが必要な時は、ここか らフロッピーに保存

す る 。

の
=宋]一 エコロジーパーク計画検討協組合(会 長 ・商楊幹夫市長〉の総会が二十六日午前十一時から、帯広市役所

十 エコロジーパークは 更、幕別、池田三町にまたがる十簸川温泉下滝から
千代田えん堤までの三百七†五かが対象.同 協議会はエコロジーパーク構想をオール十勝で策定するため、管内二十市町村の首長で組
事務局の帯広市は、経過報告と計画素案について説明.さ らに千代田斯水路工事で出る砂利活用の受け皿となる財団法人十勝エコロぐまた
、質疑の中で、事務局は概算の項類費について日明.こ のうち、地元部分は二〇〇〇よ一〇〇四年の基盤整備中心の一次簡発で十

の試算を示した。今後は
、三月末までに事業化調査のとりまとめを行い、追立公園部分は九七年度に基本設計、九八年度に実施設計(用 地買収)九 九

這路情娼
▽逼 令帯広の轟公国繍=3月 口口まで.片 側交互追行(夜 間は信号割櫛)
(E日 ・午前n崎 現在〉 雑穀市況 ・本州市場の小豆は前日の後場にかけ強気筋の買いに急反発して引けたのを受け、引●続き期近
(千原農産仲立組合祖併)
銘柄小豆大手亡中長大正金北海金高白光黒大
素俵旦再建値19、400900
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(N) 次に画像データを見てみる。
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(O)画 像 を開 く際 に、この様な警告が表示される。セキュリティに問題がなければ、
"開 く"を 選ん でOKボ タ ンを押す

。

(P)閲 覧 用 の ソ フ ト 「パ ナ ビュ ア ー32」 が 起 動 され 、画 像 デ ー タ が表 示 され る。
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(Q)プ ラスの虫メガネアイ コンを使 って拡大す る。ここでは、全体表示で拡大率14

パーセ ン トにな って いる。

(R)画 面上で十分読め る大 きさまで拡大する。この画面では拡大率44パ ーセ ン ト。
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(S)ペ ー ジ 全体 を印 刷 す る場 合 は 、 フ ァイ ル メニ ュー の 中か ら、 印刷 を選 ぶ 。
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2.1.7デ ー タ ベ ー ス と 環 境

作成 したデータベースシステム と、試行利用ベータベース環境は以下の通 り。

(1)作 成 したベー タベース システ ム

(A)デ ー タ規模

デー タベー ス領域 として、画像データサイズの場合約3倍 、テキス トデー タの場合は

約10倍 の容量 を確保 しな けれ ばな らな い。

データ種別 仕様 サイズ ・単位 総数 必要確保容量

テ キ ス トデ ー タ

画 像 デ ー タ400dpi

画 像 デ ー タ200dpi

合 計

11KB/Page

900KB/Page

300KB/Page

2864フ ァ イ ル0.3GB

2864フ ァ イ ル7.6GB

5602フ ァ イ ル4.9GB

12.8GB

400dpiは1月 か ら3月 まで を400dpiで 登録 。 そ れ 以 降 は200dpi。

当初 は400dpiで ス キ ャニ ング して いた が 、デ ー タ ベ ー ス 容 量 の都 合 で200d

piに 変 換 した。 しか し、イ ンデ ッ クス 登 録 に予 想 外 の時 間 が か か り、1月 か ら3月

まで を400dpiで 登 録 した 。 な お 、ocRに か け る都 合 上 、別 途 に1月 か ら12

月 のす べ て を400dpiで ス キ ャニ ン グ して い る。

(B)各 工程 の時 間

工程 体制 期間

マイクロフィルムスキャニング

画像データリネーム

リネーム用ツール作成

CD-R作 成

OCR用 ツール作成

デー タベー ス登録用 ツール作成

データベース登録

1人(30)

2人(120)

1人(15)

1人(5)

1人(10)

1人(12)

1人(5)

8/3～9/18

8/5～10/27

8/5～10/18

9/21～10/30

11/24～12/4

11/26～12/1

12/4～2/9

(2)試 行 利 用 デ ー タベ ー ス 環 境(シ ス テ ム 構 成 な ど)

シス テ ム構 成

サ ー バ ー(デ ー タ ベー ス サ ー バ ー 兼WWWサ ー バ ー)

WindowsNT4.0サ ー バ ー(Pentium2400MHz、128MBS

DRAM、HDD16GB)

ク ライ ア ン ト(検 索 用 端 末)

Windows95(K6-2プ ロセ ッサ300MHz、32MBSIMM、HDD

1.2GB)こ れ らの2台 を10BASE/TでTCP/IP接 続
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2.2問 題 点

十勝毎 日新聞データベースの構築事業を行って、問題の所在が明らかになった。

作業 レベルで、解決できる問題はその時点で解決 したが、いくつかの問題点は解決で

きなかった。

各作業 レベルでの問題点と、全体の問題を、記す。

2.2.1製 作 各段階で の問題点

(1)デ ジタル画像化段 階

マイ クロフィル ムのスキャニングと、TIFF化 の作業段階で 、マ ンパ ワー を省略

す ることが、できなかった。

スキャニ ングしたイメージ画像は、デジタルテキス トデータ化の元になるものであ

り、かつ、全文検索でユーザーが閲覧する画像でもある。データベース構築された画

像 は、デジタルデータではあるが、見えるカタチはアナログの状態である。この画像

の状態が、データベースの性能や仕上が りを大きく左右するだけに、最良の状態に仕

上げることが、求め られた。そのために、細心の注意を要するマンパワー、すなわち

視認によるチェックが必要だった。TIFF化 したイ メー ジ画像が壊 れて いな いか、

視認による破損のチェックが欠かせなかった。

画像の中央寄せが必要か、傾いていないか、それらを補正する必要があるか どうか、

人間の視認による判断が必要だった。さらに、画像のゴミとりが必要であるか、端 っ

こが黒く汚れている場合、それを白く抜く必要があるか等の、判断も必要だった。

(2)デ ジタル テキス トデー タ化段階

(A)OCRシ ステムの仕様が非公 開のた め、新聞紙面の読みとりに、運用 しやすいよ

うな、カスタマイズができなかった。そのため、回りくどい方法ではあるが、外部か

ら制御する方法をとった。

(B)OCRの レイアウ トの 自動認識が完全で はなかった。

文字領域、表領域、写真領域などをダブって認識することがあった。

人為的にレイアウ トを指定すれば領域の重複は避けられるが、膨大なデータ処理 にマ

ンパワーを投入することは出来なかった。文字の認識率は、現在、市販 されているO

CRの 中で は、100文 字 中、誤認 は1～2文 字 とい う、最高度 の正確性 をそなえて

いると思われた。

それだけに、 レイアウ トの自動認識の不完全さが惜しまれた。

(C)し か も、レイ アウ ト領域 の順番が 、左綴 じを前提とし、さらに、横書きを優先 し

ているため、右綴 じの縦書き主体の新聞紙面を、読みとるには不都合が多かった。

本格的な新聞データベースを構築する場合は、右綴 じ縦読み取 りに、OCRに 作 り変
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えることが、望 ましいと思われた。

(D)OCRソ フ トには、各種 の機能が備 わ っていたが、膨大なデータ容量を扱う新聞

紙面用のOCRと して、大容 量のデ ジタル画像 を処理できるための、カスタマイズが

望 まれた。

本格的な新聞データベースを構築する場合、OCRソ フ トを作成 した メーカー と、協

議 す ることが望 ましいと思われる。

(E)使 用 したOCRに は、読み とったデ ジタルテキス トデータの一括登録ができな

かったため、作業 にマンパ ワーが必要であった。それに伴 う人為 ミスと時間ロスを解

決するために、外部制御のソフ トを作成 して、連続登録機能自動化 を図った。

(F)OCRに は、苦手 とする ものが あった。

個別 にあげると、以下の通 り。

・地紋のある見出しを読み取れない

・ヤクモノ(飾 り罫線 な ど)が 文字 として認識 されて しまう

・横棒 を一 と誤認識 した り、綾杉模様をカ ッコと誤認識 した

・原因不明だが、文章認識 には得手不得手があった

・テレビ欄は得手だったがラジオ欄 は不得手だった

こうした苦手や不得手を、OCRの チ ュー ンナ ップで、解 決す る ことが、望 まれる。

(3)イ ンデ ックス作成段階

(A)イ ンデ ックスは、全文検 索エ ンジ ンの中で、自動処理されている。

そのため、この工程は、自動処理の所要時間も含めて、全文検索エンジンに一任 とい

うことになった。

(B)こ の作業 時間が、予測 以上 にかか り、しか も、いつ終わるかが判断できないとい

う事態になった。こうした状況のため、当事業の後半作業で、スケジュール管理が出

来なくなった。

少なくとも、内部自動処理の作業工程の進み具合が表示されていた ら、と望 まれる。

(C)表 示 がな く、ログ も残 らないので、イ ンデ ックスの自動処理中に、エラーが発生

しても、エラー箇所を特定することができなかった。

(D)バ ックグラウ ン ドで、イ ンデ ックスの 自動処理を行っているとき、処理済み部分

の全文検索を行 うとレスポンスが悪 くな り、非常に時間がかかった。

(4)全 文検 索段階

(A)当 デー タベース構 築 中に明 らか にな った全文検索の問題点は、使用 したデータ

ベースエンジンが、小容量のデータベース用 に限定しているところに、多くが起因 し

た。

(B)使 用 した全文検索エ ンジ ンは、階層構造になっていて、会社規模の資料や広報な

どをデータベース化するには、適 しているようであった。

この構造は、新聞記事等の膨大なデータ収納には適 していなかった。
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(c)た だ し、この全文検索 は、イ ン トラネ ットで検索できるようになっているので、

分散箇所を結んで利用することも可能であった。このことは新聞記事のデータベース

を、インターネッ トで も利用出来ることを意味し、さらに幅広い活用の可能性を示 し

ている。

2.2.2全 体 の 問 題

(1)新 聞 とい う膨大 な情報量 を、全文検索できるように仕上げるために、なによ りも

大事だったのは、時間的な問題だった。部分的な改良プログラムの作成や、必要なソ

フ トの開発 と同時に、すべての工程が流れ作業 となるよう体制を作 り上 げることが、

不可欠だった。この体制を作 り上げるまでは、試行錯誤の連続であった。そ して、こ

の体制を作 り上げることで、大幅な時間短縮が、図れた。全工程 を通 じて、効率的に

事業達成がなされるような、体制を作ることに努力し、成果を上げた。

当事業の、この 「大幅時間短縮」体制自体 こそ、データベース構築のためのシステム

と呼ばれるものである、と考えている。

(2)使 用 した ソ フ トに は 、 まだ 、 バ グ が残 っ て い た。

そ の た め 、 作 業 が 、 途 中 でハ ング ア ップす る ケ ー スが あ っ た 。

(3)膨 大 な量 をあつか うために、サーバーはハイスペ ックでなければ実用に耐えない

ことが、わかった。
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3今 後の課題

3.1膨 大 な デ ー タ 量

十勝毎 日新聞社に限 らず、どこの新 聞社 も、過去の膨大な記事のデータを持っている。

(1)そ のいずれ もが、新 聞原紙 および新聞縮刷版、もしくはマイクロフィルムのカタ

チで、保存 されている。過去の新聞記事を必要 とする人は、保存 されている上記いず

れかの形態を利用 して、目的の記事を探 し当て、複写するな どの手法をとっている。

目的の記事を得るために、利用者は、少なか らずの時間と労力を費や しているのが現

状である。

(2)こ の新 聞記事 が、デ ジタルデー タベース化 されれば、新聞記事を利用する際の、

時間労力を大幅に省略することができる。さらに、デジタルデータベース化すること

で、新聞記事を、ネットワークを介 した利用法方法へと、発展させ ることができる。従

来の方法とでは、新聞記事の検索はいうにおよばず、探 し当てた新聞記事の、プリン

トアウ ト、転送などは、比較にならないほど、簡便になる。

(3)各 新聞社 とも、そ うしたメ リッ トは承知 しながらも、過去に蓄えた膨大な新聞記

事をデジタルデータベース化することに、二の足を踏んでいる。その理由は、、技術的

な問題と、それにまつわるコス トの問題が、あった。

(4)当 事業 の 目標 は、技術 的な問題 の所在 を明 らかにし、コス ト計算の試算 にも役立

つ結果を導き出すことであ り、既存の技術、市販のソフ トを使用 して、新聞記事のデー

タベース構築を試みたものであった。

3.2当 事 業 を通 じて 、問題 の所在 が 明 らか にな った

これは、今後、新聞記事をデータベース構築する新聞社 に共通の問題である。

3..2..1.証 明 出 来 た こ と

既存 の技術、市販 のソフ トで、問題 を含みなが らも、新聞記事のデータベース構築は、

可能であることが、証明された。 しか し、問題は二つあった。

全作業工程の中で、デジタル画像づくりと、イ ンデックス作成に、多量の時間を必要

とした ことであった。

(1)一 つ は、デ ジタル画像づ くりの問題点
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(A)新 聞原紙 あ るいはマイ クロ フィル ム化 されたアナログ原稿を、デジタル画像処理

をする際に、 どうしてもマンパ ワーが必要であるということであった。

(B)デ ジタル画像 は、TIFF化 す る対 象元 で もあ り、また、閲覧者が最終的に求め

ている画像でも、あった。

(C)精 度 の高 いデ ジタル画像 づ くりは、新聞社の校正部のような作業に似ている。校

正部は読みやすい紙面づ くりのために、多数のマンパワーを必要とする作業現場であ

る。データベース構築作業の中で、デジタル画像づ くりは、新聞社の校正部のように、

マ ンパ ワーが必要だった。

(D)精 度 の高 い、使 いやす いデー タベースを追求すると、マンパワーで処理するデジ

タル画像作 りの段階を、重視 しなければな らなかった。時間短縮のもっとも困難な部

分が、この作業段階であった。

(E)と くに古 い新 聞記事 をデー タベー ス化するときは、よ りいっそうマンパワーも必

要 とし、作業時間も今以上に必要 となることが予想される。デジタルデータベース化

の、大きな課題 として残された。

(2)も う一つの問題 は、全文検索 のイ ンデックス作成 に時間がかかる、ということで

あった。

(A)全 文検索 ソフ トは、検索時 間 を短 くしようとす ると、検索の仕組みが複雑 になら

ざるをえない。仕組みが複雑になると、そのインデ ックス作成の時間が長 くなる。

全文検索ソフ トを制作 している各社 とも、イ ンデックス作成の時間短縮の努力はして

いるが、二律背反の性質を負っているがため、作成の時間短縮には成功 してはいない。

(B)新 聞記事 のよ うな膨 大なデータベース ともなると、このイ ンデックス作成の所用

時間が、よりいっそ う大きな問題 となった。

(C)た だ し、 この作 業部分 は、コ ンピュータ内部の自動処理であるか ら、高速コン

ピュータに置き換えることで、時間短縮を図ることができる。

マンパワーに依存せ ざるを得ないデジタル画像づ くりの作業 に較べ、将来の高速 コン

ピュータに期待することが出来る問題ではあった。

(3)こ の二つ 問題 を、時間比率で表す と、次のようになる。

データベース構築の全作業で、マイクロフィルム化や、デジタルテキス トデータ作 り

や、個別のソフ ト作成に要 した時間を除いて、問題 となる作業が必要 とした時間比率

は、以下の通 りであった。

デジタル画像づ くり:イ ンデ ックス作成=3:18

作業期 間 にす ると、デ ジタル画 像づ くりに、約1人 月。

イ ンデ ックス作成 に約6人 月。
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ただ し、このインデ ックス作成は、当事業の完成締め切 りに合わせ、昨年11月 か

ら今年2月 までの4ヶ 月間で打 ち切 らざるを得なか った。データベース構築 は、当初

の予定では3ヶ 月間 の新 聞記事 を用 いる計画であった。デジタル画像 も、デジタルテ

キス トデータも、3ヶ 月完成 済みであ った。しか し、インデックスは、3ヶ 月分 弱(3

月28日 まで)し か作成 できなかったため、構築 されたデータベースも、1997年

1月 か ら3月28日 まで の、3ヶ 月分 弱 とな った。

3.2.2そ の 他 の 問 題

作業中の発生 した問題点は、市販ソフ トを使用 しても、外部か ら制御す る方法でプ

ログラムを組めば、ある程度は、解決できる問題であった。もっとも、ソフ トを開発

したメーカーが、内部公開に応じて くれれば、新聞用に合わせて、もっと簡単に改良

ができると思われ ることも多か った。新 聞記事のデータベース化の重要性 を鑑み、

メーカーの積極的なソフ トの内部公 開の協力を、求めたいところで もあった。

3.3新 たなる可能性 も見 えてきた

当事業は、新聞紙面をデジタルデータベース化 し、全文検索を可能にすることで、蓄

積された新聞記事 を、広 く活用することを目的としていた。

したがって、完成された成果物は、まず、新聞社での採用 ・使用が検討された。現

時点でも、この成果物は、性能内容に関しては、実用段階にあると判断されている。

ちなみに、全面的に記事提供を支援 して くれた十勝毎 日新聞社では、過去の新聞記事

の全文検索システムの実施を、コス ト判断による期間設定等、検討されている。

次の、当成果物は、新聞社での使用のほか、公共的な場所での使用が考 えられる。

現実 に、十勝管内の複数図書館に説明提示 したところ、導入を積極的に検討 したいと

いう回答を得ている。当事業では、各図書館での予算範囲内で、導入できる 『十勝毎

日新聞データベース』の実施範囲を、こうした公共施設へ、提示する計画である。

3.3.1可 能 性 の 一 つ は イ ン タ ー ネ ッ ト接 続

当事業で使用 した、全文検索エンジンが、イ ンターネ ットで も使えることで、新 し

い可能性が拡がった。われわれが構築 したデータベースは、インターネッ トを介 して、

外部か ら簡単に利用できるように、発展させることが可能である。このことで、閲覧

者は、よりいっそ うかんたんに、データベースを活用できるようになると、予想 され

る。十勝毎日新聞社では、グループ企業 にOCTVと い う有線 テ レビ局 を擁 して い る。

この有線テ レビ局が、イ ンターネッ トのプロバイダー事業に参入することになった。

この機会を利 し、十勝管内の地域情報流通の活性化のためにも、有線テ レビ局および

十勝毎 日新聞社へ、当事業 『十勝毎 日新聞記事データベース構築』の全文検索 システ

ムの積極的使用を、提案す る計画である。
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3.3.2も う 一つ の 可 能 性

新聞紙面に準 じたアナログデータは、すべてデジタルデータ化できる見通 しが立っ

た ことである。膨大な量の公文書や、延々と累積された歴史的資料 も、当事業の手法

を用いれば、デジタルデータベース構築が可能であるという目安がつけられるよ うに

なった ことである。

3.3.3終 わ り に あ た っ て

当事業では、十勝毎 日新聞記事 を元 に、データベース構築 を行 った。結果 としては、

まだ、いくつか問題を残 してはいるものの、実用に供するデータベースが構築できた。

そ して、新 しい可能性を示す ことも、できた。当事業 に、改良を加え、継続 して、デー

タ量を増や していくことで、高度情報化社会に不可欠なデータベースになることを、

確信 して、この報告を終える。
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